
●
体
協
だ
よ
り･･･････････････････････････

10

●
教
振
だ
よ
り･･･････････････････････････

12

●
G
O
!
G
O
!
公
民
館

長
岡
公
民
館
／
赤
沢
公
民
館･････････････････

20

●
暮
ら
し
の
健
康
メ
モ

 「
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
」･･･････････

21

健
康
レ
シ
ピ
／
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
味
、野
菜
み
そ

野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館････

24
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●
特
集

町
で
元
気
な
子
ど
も
を
育
て
よ
う

子
ど
も
の
笑
顔
は

ま
ち
の
パ
ワ
ー
。

す
こ
や
か
カ
レ
ン
ダ
ー

我
が
家
の
人
気
メ
ニュ
ー

「
食
育
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
出
展
料
理
レ
シ
ピ
」
集

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
作
業
標
準
料
金
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証
明
書
な
ど
土
日
も
利
用
可

混
雑
を
解
消
す
る
た
め
に

町
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

証
明
書
な
ど
土
日
も
利
用
可

混
雑
を
解
消
す
る
た
め
に

毎
年
３
月
中
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
は
、
転
入
や
転
出
の
手
続
き

を
す
る
人
が
集
中
す
る
た
め
、
窓
口
が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。
役
場
で
は

混
雑
が
予
想
さ
れ
る
期
間
に
限
定
し
、
土
曜
日
と
日
曜
日
に
つい
て
も
、
左

記
の
内
容
で「
臨
時
窓
口
」業
務
を
行
い
ま
す
。

～
臨
時
窓
口
の
開
庁
～

利
用
で
き
る
課　

町
民
課
、 

福
祉
課

利
用
で
き
る
手
続
き（
窓
口
に
限
定
し
た
業
務
に
限
り
ま
す
）

町
民
課　

町
民
窓
口
室 

○
住
民
異
動
届
出（
転
入・転
出
な
ど
）

○
戸
籍
届
出

○
各
種
証
明
書
の
交
付

（
住
民
票
、印
鑑
証
明
書
、戸
籍
証
明
書
、住
基
カ
ー
ド
、

所
得
証
明
書
、資
産
証
明
書
、軽
自
動
車
の
納
税
証
明
書
）

○
印
鑑
登
録

町
民
課　

国
保
年
金
室 

○
国
保
、年
金
の
加
入
届
と
喪
失
届

○
乳
幼
児
、妊
産
婦
、重
度
心
身
障
害
者
、母
子
家
庭
、

寡
婦
医
療
費
の
申
請

○
老
人
保
健
医
療
費
の
申
請

○
高
額
療
養
費
な
ど
の
申
請

福
祉
課　

福
祉
推
進
室 

○
障
害
者
手
帳
の
住
所
変
更
手
続
き

○
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請

○
補
装
具
、日
常
生
活
用
具
給
付
申
請

○
特
別
障
害
者
手
当
、障
害
児
福
祉
手
当
給
付
申
請

福
祉
課　

子
育
て
支
援
室 

○
児
童
手
当
の
申
請

○
児
童
扶
養
手
当
の
申
請

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
申
請

臨時窓口　利用できる日　

３/２４ ２５ ３１ ４/１ ７ ８
（土） （日） （土） （日） （土） （日）

利用できる時間帯　午前８時３０分～午後５時１５分

■問合せ　町民課　☎６７２－６８６２
　　　　　福祉課　☎６７２－６８６４

今
冬
暖
か
く

夏
が
心
配

今
年
は
、
例
年
に
な
く
暖
か
い
冬
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
暮
ら
し
が
楽
で
あ

り
ま
し
た
の
は
、
皆
さ
ん
も
同
じ
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
今
年
の
正
月
三
が
日
は
、
穏

や
か
な
快
晴
が
続
き
、
一
年
が
平
穏
な
年
で

あ
る
か
の
よ
う
な
日
和
で
あ
り
ま
し
た
。
二

月
末
ま
で
真
冬
日
は
無
く
、
毎
朝
犬
と
共
に

歩
く
こ
と
を
日
課
と
し
て
い
ま
す
が
、
寒
い
と

感
じ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ほ
ど
で
す
。
今
年
の

あ
い
さ
つ
は
、「
温
か
く
て
い
い
で
す
ね
」
と
い

う
言
葉
で
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
次
に

思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
夏
の
気
候
の
心
配
で
す
。

我
々
は
心
配
性
と
思
い
や
り
の
あ
る
国
民
だ

と
い
つ
も
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
穏
で
夏
ら

し
い
夏
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

行
政
の
仕
事
に
除
雪
作
業
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
数
回
の
出
動
で
終
わ
り
、
予
算
も
少

し
で
済
み
そ
う
で
す
が
、
昨
年
は
三
年
分
出

動
し
ま
し
た
の
で
、
ト
ー
タ
ル
で
は
差
が
出

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
今
年
の
過
ご
し
や

す
さ
と
、
昨
年
の
最
悪
な
状
況
か
ら
、
昨
年

と
今
年
、
ど
ち
ら
も
異
常
気
象
で
あ
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

我
々
地
方
自
治
体
は
、
災
害
発
生
が
最
も

恐
れ
る
事
態
で
あ
り
、い
つ
何
が
発
生
す
る
か

見
当
が
付
か
な
い
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
予
防

対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

最
近
の
自
然
災
害
の
傾
向
と
し
て
、
予
想

を
超
え
た
規
模
で
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
類
が
環
境
破
壊
を

招
い
た
こ
と
か
ら
来
て
い
る
現
状
な
の
か
と

推
測
し
ま
す
。

我
々
の
住
ん
で
い
る
地
球
は
一つ
だ
け
で
あ

り
ま
す
。
住
み
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

住
み
続
け
る
た
め
に
何
が
大
切
か
、
そ
れ
ぞ

れ
が
考
え
る
と
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
異
常

気
象
が
二
年
連
続
し
、
異
常
気
象
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
済
ま
す
こ
と
で
は
な
く
、
住
む

環
境
に
負
担
を
か
け
な
い
た
め
に
は
、
何
が

必
要
な
の
か
を
考
え
、
み
ん
な
で
災
害
の
な

い
地
域
に
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

藤
原　

孝

皆
さ
ん
の
声
を
お
受
け
し
ま
す
。

「
町
長
へ
の
手
紙
」

手
紙
を
通
じ
て
対
話
を
す
る
こ
と
で
、
住
み
良

い
町
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。
返
信
い
た

し
ま
す
の
で
、差
出
人
欄
を
記
入
の
上
、お
気
軽
に

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。折
り
込
み
の
便
せ
ん
ま
た
は
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。

十
九
年
度
は
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
、
翌
三
月

に
配
布
す
る
予
定
で
す
。
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子どもの笑顔はまちのパワー
子育て世代の安心を

サポートしています

町で元気な子どもを育てよう

全国的に少子社会と言われる現在、町も
例外ではなく、平成14年から出生数は減
少傾向で、人口も平成19年1月から減少
を始めています。
核家族化が進む中で、子育ての環境も変
化し、育児を行う保護者のニーズも多様化
しています。現在、子どもを生み育てる支
援体制は、どのようになっているのか、就
学前を中心に現状をお伝えします。
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数
字
で
見
る
紫
波
の
子
育
て
世
帯
の
現
状

町
で
は
昨
年
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
町
勢
モ
ニ
タ
ー
「
し
わ
フ
ェ
ロ
ー
」の
懇
談
会
を
開
催
し
、

少
子
社
会
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

意
見
を
ま
と
め
る
と
、「
出
生
数
が
減
り
、
独
身
者
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
」「
家
族
の
形

態
も
変
化
し
、
子
育
て
の
環
境
は
昔
よ
り
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
内
容

で
し
た
。

実
際
の
状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
グ
ラ
フ
1-

1
の
よ
う
に
、
出
生
率
は
国
や
県
よ
り
高
い
で
す
が
、

町
の
状
況
だ
け
を
見
る
と
（
グ
ラ
フ
1-

2
）、
出
生
数
は
14
年
度
以
降
減
少
傾
向
で
、
グ
ラ
フ
3
で
も
、

60
歳
未
満
の
人
口
が
年
齢
が
低
い
ほ
ど
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
核
家
族
の
割
合
は
、
グ
ラ
フ
2-
1
と
2-

2
の
よ
う
に
平
成
２
年
か
ら
８
・
４
％
、
世
帯
数
に

し
て
約
２
千
世
帯
増
加
し
て
い
ま
す
。
反
対
に
３
世
代
同
居
世
帯
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

世
帯
構
成
だ
け
を
見
て
も
育
児
を
行
う
世
帯
の
状
況
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

0 500

212

411

66

149

729383

896685
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1096

1101

885

902

994

14811516
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1106
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1202
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1052
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1000 1500（人）1500 1000 500 0

90以上
85～89
80～84
75～79
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45～49
40～44
35～39
30～34
25～29
20～24
15～19
10～14
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0～4
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男性
16,602

女性
18,068

3　町の人口構成
	（平成18年9月30日現在）

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17
（年度）

257 259

275
260
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275

303

200
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平成17
（年度）

平成12平成7平成2

59.9％

14.4％

31.9％

53.7％

13.4％

34.8％

51.8％

11.2％

40.8％

48.0％

9.9％

44.8％

45.3％

それ以外の世帯

3世代同居世帯

核家族世帯

H12 H13 H14 H15 H16 H17
（年度）

1.32
1.32 1.29 1.29

1.26

1.41

紫波町

県

国

1.43

1.47

1.45

1.48

1.32

1.44

1.50

1.33

1.52

1.36

1.56

1.2

1.3

1.4

1.5

1-1　出生率の比較

1-2　町の出生数

出生率は、国、
県より高い

平成17
（年度）

平成12平成7平成2

4000

2000

6000

8000

10000
（世帯）

3,198

1,443

5,371

3,267

1,261

4,866

3,376

929

3.965

3,364

740

3.406

それ以外の世帯

3世代同居世帯

核家族世帯

2-2　町の世帯構成（世帯数）

核家族の割合が
増加し、同居世帯
が減少している

2-1　町の世帯構成（割合）

出生数は
13年度を
ピークに
減少傾向

全体の世帯数が
増加する中で、
「3世代同居世帯」
だけが減少して
いる
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■妊産婦医療費助成
対　象●妊娠5ヵ月の初日から出産の翌月末日までの妊産婦
助成金●1,500円以上の医療費（自己負担分）

■出産育児一時金　出産されたときに給付します。
給付額●350,000円
対　象●国保加入者
	 ※国保加入者以外の人は、社会保険などから給付されます。

■乳幼児医療費助成
対　象●出生から７歳となった日以降の3月31日までの乳幼児
助成金●1,500円以上の医療費（自己負担分）

■母子家庭医療費助成
対　象●母子家庭の母と児童、父母のいない児童
	 （18歳となった日以降の3月31日まで）

助成金●1,500円以上の医療費（自己負担分）
【問合せ】町民課　国保年金室1672-2111 内線1432・1433

■障害児福祉手当
対　象●20歳未満の在宅重度障害児
支給額●月額14,380円

■自立支援医療給付制度
対　象●身体や精神（てんかん含む）に障害がある児童
対象医療●障害を軽減、改善させるための医療（精神は通院のみ）

●
パ
パ
マ
マ
教
室
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

出
産
・
育
児
な
ど
の
情
報
交
換
や
仲
間
づ
く

り
を
し
な
が
ら
夫
婦
で
学
べ
る
教
室
。

妊
娠
中
の
健
康
管
理
や
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の

入
れ
方
を
実
習
し
ま
す
。

●
妊
婦
健
康
診
査

　

妊
婦
一
般
健
診
／
妊
婦
歯
科
健
診

●
不
妊
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

電
話
相
談
専
用
回
線
で
す
。
お
悩
み
の
人
は

相
談
を
。（
毎
週
金
曜
日
、
午
後
３
～
５
時
）

　

☎
６
７
１-

１
７
５
４

●
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
お
宅
に
保
健
師
ま
た

は
看
護
師
が
訪
問
し
、
発
育
の
状
況
や
健
康
診

査
、
予
防
接
種
な
ど
の
説
明
を
し
ま
す
。

●
マ
マ
の
ほ
っ
と
広
場
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

子
ど
も
と
一
緒
に
ご
家
族
の
誰
で
も
参
加
で

き
、
保
健
師
、
看
護
師
、
栄
養
士
に
育
児
、
栄
養

相
談
が
で
き
ま
す
。

●
乳
幼
児
健
康
診
査

　

乳
児
一
般
健
診
／
３
～
４
ヵ
月
児
健
診
／
１

歳
児
歯
科
健
診
／
１
歳
６
ヵ
月
児
健
診
／
２
歳

児
歯
科
健
診
／
２
歳
６
ヵ
月
児
歯
科
健
診
／
３

歳
児
健
診

●
予
防
接
種

　

ポ
リ
オ
／
Ｂ
Ｃ
Ｇ
／
三
種
混
合
／
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
／
日
本
脳
炎

支
援
事
業
で
安
心
、子
育
て
ラ
イ
フ

も
っ
と
安
心
し
て
子
ど
も
た
ち
を
生
み
、育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
米
パ
パ
・
マ
マ
の
ケ
ア
か
ら
、赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
ま
で
、

家
族
の
成
長
に
合
わ
せ
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業

楽
し
み
も
不
安
も
多
い
乳
幼
児
の
育
児
世
帯
。

乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
と
パ
パ
・
マ
マ
の
育

児
ラ
イ
フ
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
町
の

事
業
で
す
。

【問合せ】長寿健康課　健康推進室　1６７２-４５２２

暮らしを支える育児サポート

給付内容●自己負担を1割に軽減
	 	（自己負担額以外は健康保険と公費で支払います）	

【問合せ】福祉課　福祉推進室1672-2111 内線1522

■児童手当
対　象●小学校修了前の児童を養育している父母や養育者
支給額●児童１人月額 5,000円（第3子以降1人月額 10,000円）
	 4月1日から、3歳未満は一律1人月額 10,000円

■児童扶養手当
対　象●父親のいない18歳になる年度までの児童を養育している母や養育者
支給額●児童1人の場合　月額41,720円
	 児童2人の場合　月額46,720円
	 （児童3人目以降1人につき3,000円加算）

■特別児童扶養手当
対　象●身体、精神に障害のある20歳未満の児童を
	 養育している父母や養育者
支給額●月額 1級障害50,750円、2級障害33,800円

■子育てサポーター利用補助金
対　象●3つ子以上の養育者
補助金●3つ子・月額 40,000円、4つ子・月額 50,000円、
	 	5つ子・月額 60,000円
【問合せ】福祉課　子育て支援室1672-2111  内線1533

子育て世帯のための経済的支援事業です。
産後に支給される出産育児一時金をはじめ、さまざまなサポートがあります。
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子育て支援センターは、古館保育所と虹の保育園に設置されていますが、
今回は、古館保育所内にあるセンターの事業のひとつ、「てくてく広場」に集まった保護者のみなさんに、

同センターの感想やまちに望むことなどを聞いてみました。

菅原潤子さん、萌永ちゃん（右）、芽永ちゃん
「2人目が生まれて参加するようにな
りました。家にいるとつい子どもを
怒ってしまうこともあるのですが、こ
こは遊ぶことに集中できますし、自分
も息抜きできるので喜んで来ていま
す。実施する曜日や時間がもっと増え
ればいいですね。他市町村のようにフ
リーな施設があって、保健師や栄養士
などの専門の職員が常駐して、いつで
も相談できればと思います」

久慈美香子さん、怜音ちゃん
「下の子がまだ小さいので、上の
子がストレスを発散できるいい
場所。自分も情報交換しながら気
分転換ができます。子どもが楽し
んでいるのでいつも来るように
しています」

吉田磨美さん、くるみちゃん（右）、乃彩ちゃん
「曜日や時間を気にせずに子どもを連
れて集まれる施設があればいいです。
飲食スペースもあれば便利ですね」

子育て支援センター利用者の声

匿名ママさん（紫波中央駅前）
「初めて参加しましたが、冬は寒
いので中で遊べるこういう施設
は助かります。今後も利用してい
きたいです」

ま ち の

親子で楽しんでいます

すくすく元気な
子育て情報が
いっぱい
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「初めのころは親子共に緊張と不安で
いっぱいでしたが、スタッフや参加者の
皆さんに声をかけていただき、今となっ
ては毎月楽しみにしています。
この広いホールで伸び伸び遊んでいる
子どもの姿を見ると、参加して良かった
なあと思います。普段は二人で家にいる
ことが多いので、たくさんの人の中で親
子ともに刺激を受けて成長していきた
いと思います」
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　「スタッフは36人、毎回15人ぐらいでお世話しています。
季節の行事を取り入れながら、町内一広い赤石公民館の
ホールで自由に伸び伸びと遊ばせています。毎回25人くら
いが集まります。多いときは40人になることも。お母さん
のお友達づくりにもぜひ一度遊びにいらしてください。ま
た、おじいちゃんやおばあちゃんもお孫さんを連れて、気軽
に参加してみてください」
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今回は、町の子育て支援の現状についてお伝えしま
したが、町では今年２月に町内の2,000世帯に対し、
子育てに関するアンケートをお願いし、用紙を配布し
ました。２月末時点での回収率は約40パーセント。
次回は、このアンケート結果をもとに、皆さんの結
婚や子育てに対する意識をお伝えします。

「なかよしママだより」から
佐藤　夏枝さん

利用者
の声
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※乳児の集団健診は３〜４ヵ月児健診のみです。その他の健診は
　「乳児一般健康診査受診券」を使用し、個別に病院で受けてください。

※3歳6ヵ月前後の幼児を対象に行っています。

乳幼児健康診査
【受付時間】	 午後０時３０分〜２時（開場：午前１１時３０分〜）
【場　　所】	 保健センター

3-4ヵ月児健診
2歳児歯科健診【受付時間】	 午後０時30分〜 1時15分　　

1歳児歯科健診 2歳6ヵ月児歯科健診

1歳6ヵ月児健診 3歳児健診

内　　容 持ち物各健診

３〜４ヵ月児健診

１歳児歯科健診

２歳児歯科健診

２歳６ヵ月児歯科健診

１歳６ヵ月児健診

３歳児健診

計測、内科診察、育児相談、離乳食相談、
グループ相談

計測、歯科診察、フッ素塗布、歯科相談、
育児相談、栄養相談

計測、内科診察、歯科診察、フッ素塗布、
歯科相談、育児相談、栄養相談

計測、尿検査、内科診察、歯科診察、フッ
素塗布、歯科相談、育児相談、栄養相談

母子健康手帳、問診票、オムツ
バスタオル、塩分測定用みそ汁

母子健康手帳、歯ブラシ、タオル、
問診票（アンケート）

対象者実施日対象者実施日

4月	12日（木）

5月	10日（木）

6月	 7日（木）

7月	12日（木）

8月	 9日（木）

9月	  6日（木）

Ｈ18年12月生

Ｈ19年	１月生

Ｈ19年	 2月生

Ｈ19年	 3月生

Ｈ19年	 4月生

Ｈ19年	 5月生

10月  4日（木）

11月	 8日（木）

12月  6日（木）

	 1月10日（木）

	 2月  7日（木）

	 3月  6日（木）

Ｈ19年	 6月生

Ｈ19年	 7月生

Ｈ19年	 8月生

Ｈ19年	 9月生

Ｈ19年10月生

Ｈ19年11月生

対象者実施日

	 5月	 8日（火）

	 7月	10日（火）

	 9月	 4日（火）

11月	6日（火）

	１月	 8日（火）

	 3月	 4日（火）

H17年３月〜 5月10日生

H17年５月11日〜 6月生

H17年7〜 8月生

H17年9月〜 10月生

H17年11月〜Ｈ18年1月5日生

H18年1月6日〜 2月生

対象者実施日

	 4月	10日（火）

	 6月	 5日（火）

	 8月	 7日（火）

10月	 9日（火）

12月	11日（火）

	 2月	12日（火）

対象者実施日

	  5月15日（火）

	  7月17日（火）

  	9月11日（火）

11月13日（火）

	  1月15日（火）

	  3月11日（火）

H16年9〜 10月生

H16年11月〜H17年1月10日生

H17年1月11日〜 3月5日生

H17年3月6日〜 5月15日生

H17年5月16日〜 6月生

H17年7〜 8月生

対象者実施日

	  5月  9日（水）

	  7月11日（水）

	  9月12日（水）

11月		14日（水）

	  1月	 9日（水）

  3月		12日（水）

H17年9〜 10月生

H17年11月〜H18年1月10日生

H18年1月11日〜 3月10日生

H18年3月11日〜 5月10日生

H18年5月11日〜 7月10日生

H18年7月11日〜 8月生

対象者実施日

  4月	11日（水）

  6月	 6日（水）

  8月	 8日（水）

10月	10日（水）

12月	12日（水）

  2月	13日（水）

H15年9〜 10月生

H15年11月〜H16年1月5日生

H16年1月6日〜 2月生

H16年3月〜 5月10日生

H16年5月11日〜 6月生

H16年7〜 8月生

母子健康手帳、歯ブラシ、タオル、
フッ素塗布希望者５００円
（１歳児歯科健診：塩分測定用みそ汁）

H18年２月〜 4月10日生

H18年4月11日〜 6月5日生

H18年6月6日〜 8月5日生

H18年8月6日〜 9月生

H18年10〜１１月生

H18年１２月〜H19年1月生
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日　程

春 秋

５月21日（月）

５月23日（水）

５月24日（木）

６月20日（水）

６月21日（木）

10月16日（火）

10月17日（水）

10月18日（木）

11月	 1日（木）

11月	 5日（月）

◎問合せ　長寿健康課（保健センター内）  ☎672-4522 有線：01-8991

　「地域で安心して子育てができるまち」
をめざして、平成19年度の母子健康手帳
交付・パパママ教室・乳幼児健診・予防接
種・ママのほっと広場の日程を紹介します。
　妊婦さんや乳幼児がいる家庭では、この
カレンダーを1年間活用しましょう。
　毎月の日程の紹介は、しわネットお知ら
せ版にもに掲載しています。相談ごとや疑
問があるときは気軽に保健センターに相
談してください。

予防接種

妊娠したら、母子健康手帳は保健センターで交付します。
★交付日：毎週金曜日（祝祭日は除く）　午後１〜４時
★届出に必要なもの：妊娠届出書、保険証、印鑑、銀行な
どの口座番号がわかるもの

予防接種の個別接種委託医療機関については、「予防接種
予診票綴」をご参照ください。

※ お子さんの年齢にかかわらず、どなたでも参加できます。

赤ちゃんができたら

子育てを応援します！

【受付時間】	 午後0時45分〜１時45分
【場　　所】	 保健センター
【対　　象】	 生後５ヵ月〜

母子健康手帳交付

【受付時間】	 午前9〜 9時15分(健康相談も行います)
	 教室：午前9時15分〜正午
【場　　所】	 保健センター

パパママ教室

集団接種(ポリオ)

個別接種（実施時期に注意して委託医療機関で受けましょう）

ママのほっと広場
【受付時間】	 午前9〜 11時　午後1〜 3時
【場　　所】	 保健センター
【内　　容】	 計測、育児相談、栄養コーナー、歯科相談
	 遊びの紹介・絵本の読み聞かせコーナー

日　程

１コース ２コース

  4月21日（土）

  7月21日（土）

10月20日（土）

  1月19日（土）

  5月19日（土）

  8月  4日（土）

11月17日（土）

  2月16日（土）

内　容

妊婦体操・乳房
マッサージ・赤
ちゃんの抱き方
パパの妊婦体験

赤ちゃんを迎え
る準備・沐浴実習

持ち物 母子健康手帳・おやつ代 １人100円

※両コースとも、前日までに保健センターに申し込んでください。
現在、見合わ
せています。

ＢＣＧ

対象年齢 実施時期

生後3ヵ月 〜 6ヵ月未満
（この対象が過ぎると任意接種となり有料）

年　中

種　類

三種混合 生後3ヵ月〜

麻しん
風しん混合

第1期 生後12ヵ月〜24ヵ月未満
第2期 小学校就学予定者（20年度）
（この対象が過ぎると任意接種となり有料）

日本脳炎 3歳〜

開　　催　　日

4月17日（火）	 　8月21日（火）	 12月18日（火）

5月22日（火）	 　9月25日（火）	 　1月22日（火）

6月19日（火）	 10月23日（火）	 　2月26日（火）

7月24日（火）	 11月27日（火）	 　3月18日（火）

栄養コーナーでは、
簡単なおやつ・離乳食
を紹介します。

456

4

保健センターヒノヤタクシー
古館輪店 紫

波
第
二
中
学
校

J
A
東
部
支
所

総合体育館

紫波橋

役場

至花巻 至花巻

至盛岡至盛岡

岩手
銀行

銭形平次
会館

東北
銀行

北
上
川

口腔衛生
妊娠中の食生活
〜ミニ調理実習〜

３コース

  9月8日（土）

  

12月15日（土）
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５・８・１１・２月は
歯科相談があります。
希望者は歯ブラシを
ご持参ください。

午前中は、
・子育て支援センター保育士が、
楽しい遊びを紹介します。

・絵本の読み聞かせボランティア
の絵本コーナーもあります。

すこやかすこやか
カレンダーカレンダー子育て

平成19年度



運
動
公
園
で
町
民
マ
ラ
ソ
ン

　

寒
空
の
中
で
実
施
し
た
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
こ

れ
ま
で
の
紫
波
中
央
駅
前
特
設
コ
ー
ス
か
ら
、
会
場
を

運
動
公
園
に
移
し
て
行
い
ま
し
た
。総
勢
約
百
人
の
参

加
者
が
、
町
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
め
ざ
し
て
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。平
成
十
九
年
度
は
十一月
三
日
開
催
予
定
で
す
。
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体協だより

財団法人紫波町体育協会

Ｅ-mail:taikyou@gymna-shiwa.jp
676-2650☎

● 発行 ●

中
学
三
年
生
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

今
年
で
五
年
目
と
な
る
中
学
三
年
生
の
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
行
い
ま
し
た
。ス
ポ
ー
ツ
に
夢
や
目
標
を
持
つ

中
学
三
年
生
を
対
象
に
、陸
上
・
テ
ニ
ス
・
ホ
ッ
ケ
ー
・

ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど
、多
種
多
様
な
競
技
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

い
た
だ
き
ま
し
た
。講
師
は
元
日
本
代
表
選
手
や
ア

ジ
ア
大
会
メ
ダ

リ
ス
ト
な
ど
、
日

本
を
代
表
す
る

方
々
を
招
き
ま

し
た
。終
了
式
で

は
、「
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
や
国
体
へ

出
場
し
、
全
国
制

覇
し
た
い
」
と
、

修
了
生
か
ら
力

強
い
目
標
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

○古館地区が総合初優勝
町地区対抗競技大会は、１月２８日の卓球
競技を最後に、全８種目の競技が終了し、
古館地区が初めて総合優勝しました。
（総合得点制は昭和５０年より実施しています）

昨年12月にはホッケー競技教室を開催

小学１年生から壮年まで約100人が健脚健脚を競い合いました

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
学
べ
」

協
和
発
酵
男
子
卓
球
部

　

会
場
と
な
っ
た
総
合
体
育
館
に
は
約
四
百
人
が
集

ま
り
、
卓
球
経
験
者
は
技
術
指
導
を
受
け
、
初
め
て
の

人
も
世
界
レ
ベ
ル
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
目

が
く
ぎ
付
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

細やかなアドバイスを真剣に聞く参加者たち

事業報告

順　位

優　勝

２　位

３　位

地　区　名

古館地区体育会

赤石地区体育会

彦部地区体育会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ク
イ
ズ

今
年
、国
体
が
開
催
さ
れ
る
県
は

ど
こ
で
し
ょ
う
か
？

①
青
森  

②
岩
手  

③
秋
田  

④
宮
城



　

昨
年
、一
昨
年
と
町
に
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

ク
ラ
ブ
を
招
い
て
開
催
し
て
き
た
「
ト
ッ
プ
ク
ラ

ブ
に
学
べ
」
を
十
九
年
度
も
開
催
し
ま
す
。盛
岡

市
立
高
男
子
新
体
操
部
を
招
い
て
行
っ
た
本
年

度
は
、
三
日
間
で
約
二
千
五
百
人
の
来
場
者
が
あ

り
ま
し
た
。次
回

は
公
開
演
技
だ

け
で
な
く
、全
国

の
頂
点
を
目
指

し
て
い
る
部
員

が
ど
の
よ
う
な

姿
勢
で
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
練

習
を
し
て
い
る

の
か
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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●自転車管理棟
　運動公園内にある合宿施設では、本年度は
自転車競技関係者のみならず、北上翔南高校
陸上競技部、ボクシング競技岩手県高校選抜
の選手なども合宿で利用しています。

▶問合せは総合体育館まで

県内唯一の自転車トラックを走るチャンス

低料金で利用できる管理棟宿泊施設

●体育協会が開催する事業は、町内各世帯
に配布するスポーツカレンダーで日程を確
認することができます。また、スポーツカレン
ダーはメモを書き込めるようにしています
ので、ご活用ください。

問合せ◎町体育協会（総合体育館内）
☎676－2650　有線01－3151

施設紹介

三
百
六
十
歳

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

優
勝
を
目
指
す
チ
ー
ム
か
ら
試
合
後
の

反
省
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
チ
ー
ム
ま

で
、
約
七
十
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
る
マ
ン
モ

ス
大
会
。六
月
十
日
か
ら
開
催
予
定
で
す
。

サ
イ
ク
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会

　

県
内
唯
一
の
自
転
車
競
技
場
で
自
由
走
行

体
験
か
ら
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。
最
大
斜
度
三
十
四
度
の
バ
ン
ク

は
圧
巻
。
マ
マ
チ
ャ
リ
は
も
ち
ろ
ん
、
補
助

輪
付
き
の
自
転
車
で
も
参
加
可
能
。

平成 　年度体育協会事業案内平成 　年度体育協会事業案内

盛岡市立高校男子新体操部の演技

大会参加資格は、メンバー合計年齢が360歳、背番号は年齢

（トレーニングクイズの答え：③秋田県）

「トップクラブに学べ」
男子新体操部



教振だより
30号
平成19年
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紫波町教育振興運動推進委員会　紫波町教育委員会事務局（生涯学習課内）672-3362

教育振興運動のおさらい
●願い　　　　　　子どもたちの学力向上と健全育成
●運動の主体　　　子ども・親・教師・地域社会・教
　　　　　　　　　育行政

●基本目標　　　　・子どもの学習意欲の向上
　　　　　　　　　・家庭教育の振興
　　　　　　　　　・学校教育の充実
　　　　　　　　　・地域社会における教育環境の醸成
　　　　　　　　　・教育条件の整備

●具体的運動主体　地区教育振興運動実践協議会

今
年
度
の
中
高
生
社
会
参
加
活
動
実
践
交
流
集
会
は
、
平
成
十
八
年
十
一
月
十
三
日
、
紫
波
第
二
中
学
校
を
会
場

に
生
徒
、
保
護
者
、
教
育
振
興
運
動
関
係
者
、
総
勢
三
百
二
十
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
、一
年
間
の
活
動
の
成
果
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
紫
波
二
中
生
に
よ
る「
長
岡
さ
ん
さ
踊
り
」が
披
露
さ
れ
、
参

加
者
に
大
き
な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

■
発
表
か
ら

各
実
践
区
の
代
表
が
、活
動
に
つ
い
て
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
頑
張
る
こ
と
が
ど
れ

ほ
ど
大
事
な
の
か
を
、
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
地
区
を
き
れ
い
に

す
る
こ
と
は
町
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
十
八

区
も
十
九
区
も
ほ
か
の
区
の
よ
う
な
特
別
な
行
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一

つ
一
つ
の
小
さ
な
活
動
が
区
に
と
っ
て
、
町
に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要
で
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
機
会
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
清
掃
活
動
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
す
で
に

十
八
区
で
は
清
掃
活
動
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
地
区
の
皆
さ
ん
と

協
力
し
、良
い
地
区
町
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
抜
粋
） 

社
会
参
加
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

日
詰
地
区　

畠
山
眞
依
さ
ん

発表者のみなさん校歌や応援を披露した紫波二中生のみなさん

活動について発表する畠山眞依さん

地
域
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を

様
々
な
行
事
や
活
動
を
通
し
て
学
ぶ

平
成
十
八
年
度

中
高
生
社
会
参
加
活
動

実
践
交
流
集
会
か
ら
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九
月
九
日
に
行
わ
れ
た
舘
森
神
社
祭
典
の
手
伝
い
に
つ

い
て
発
表
し
ま
す
。
ま
ず
初
め
に
、
祭
典
の
一
週
間
前
に
当

日
の
分
担
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
が
分

担
し
て
い
る
す
ぐ
隣
で
地
区
の
人
た
ち
が
御お

み

こ

し

神
輿
を
造
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
い
て
、こ
の
御
神
輿
は
ぼ
く
た

ち
も
担
ぐ
の
で
、
そ
の
と
き
は
地
域
の
人
た
ち
と
か
か
わ

り
を
持
ち
、心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い
け
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
祭
典
当
日
、
男
子
は
御
神
輿
を
担
ぎ
ま
し

た
。
大
人
も
中
学
生
も
気
を
使
っ
た
り
、
気
を
使
わ
れ
た

り
し
て
、
み
ん
な
が
ま
と
ま
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

が
本
当
の
地
域
行
事
を
通
し
て
の
人
と
人
と
の
か
か
わ
り

だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
地
域
を
通
し
て
み
ん
な
が
ま

と
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
次
に
御

神
輿
も
終
わ
り
、
出
店
を
行
い
ま
し
た
。
店
は
と
て
も
忙

し
く
、
多
く
の
お
客
さ
ん
を
待
た
せ
ま
し
た
。
お
つ
り
な

ど
も
慣
れ
な
く
て
失
敗
ば
か
り
で
し
た
。
し
か
し
地
域
の

人
た
ち
は
、
こ
ん
な
ぼ
く
た
ち
に
対
し
て
文
句
も
言
わ
ず

待
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
は
地
域
行
事
へ
の

参
加
に
よ

り
地
域
の

人
々
と
の

ふ
れ
あ
い

に
つ
い
て

学
べ
た
と

思
い
ま
す
。

（
抜
粋
）

地
域
行
事
を
通
し
て
の

人
と
心
の
ふ
れ
あ
い

星
山
地
区　

菅
原
遼
弥
さ
ん

「
社
会
参
加
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
」

日
詰
地
区
四
～
七
区
実
践
班　

斉
藤
夏
津
子　

紫
波
一
中
三
年

日
詰
地
区
十
八
・
十
九
区
実
践
班　

畠
山　

眞
依　

紫
波
一
中
三
年

●
赤
石
地
区　

玉
山
雅
人
さ
ん

今
回
の
交
流
集
会
で
は
、
学
ん
だ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
と

て
も
充
実
し
た
日
と
な
り
ま
し
た
。
僕
自
身
も
発
表
者
の
話
を

聞
い
て
い
る
う
ち
に
、自
分
達
の
地
区
に
も
生
か
さ
な
い
と
い
け
な

い
と
思
っ
た
し
、
何
よ
り
社
会
参
加
活
動
へ
の
参
加
意
欲
が
高
ま

り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
交
流
集
会
の
目
的
が
達

成
さ
れ
充
実
し
た
日
に
な
っ
た
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、二
中
生
の
聞
く
態
度
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、あ
い
さ
つ
な

ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
く
、
実
践
交
流
集
会
自
体
も
本

当
に
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
の

集
会
を
む
だ
に
せ

ず
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
参
加
活
動
の
内

容
や
、
地
域
の
人
と

の
関
わ
り
の
な
か

で
生
か
し
て
い
け
る

よ
う
、
自
分
の
今
の

行
動
を
見
つ
め
直

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
人
と
人
と

の
か
か
わ
り
を
も
っ

と
大
事
に
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

中
高
生
社
会
参
加
活
動
は
、
十
一
実
践
区
に
分
か
れ
、
八

十
五
班
の
実
践
班
ご
と
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
実
践
発
表

は
各
実
践
区
か
ら
選
ば
れ
た
班
の
代
表
が
行
い
ま
し
た
。

発
表
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
企
画
委
員
の
感
想
か
ら

交
流
集
会
の
運
営
は
各
実
践
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
企
画

委
員
の
生
徒
が
行
い
、
役
割
を
決
め
て
仕
事
を
す
る
中
で
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

●
彦
部
地
区　

盛
田
彩
子
さ
ん

私
は
、当
日
案
内
係
と
し
て
職
員
玄
関
の
と
こ
ろ
に
立
っ
て
、来

客
を
校
長
室
ま
で
案
内
し
ま
し
た
。
学
校
公
開
の
と
き
や
、
卒
業

式
、
入
学
式
な
ど
何
回
か
案
内
係
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
、

今
回
は
一
人
だ
っ
た
の
で
と
て
も
不
安
で
し
た
。
で
も
、私
が
笑
顔

で
あ
い
さ
つ
す
る
と
、相
手
も
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
て
、て
い
ね
い
に

対
応
す
る
と「
あ
り
が
と
う
」と
言
っ
て
も
ら
え
る
の
で
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
活
動
発
表
の
成
果
の
中
で
、「
人
と
ふ
れ
あ

う
こ
と
の
大
切
さ
や
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
た
」
と
い
う
と
こ
ろ
と
同

じ
で
、こ
れ
も
社
会
参
加
活
動
の
一
つ
な
の
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

発
表
の
中
で
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
古
館
地
区
の
発
表
で

す
。
一
つ
一
つ
の
活
動
に
み
ん
な
で
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
の
が

す
ご
い
と
思
っ
た
の
で
、

私
も
高
校
生
に
な
っ
て

も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

最
後
の
講
演
で
は
、

短
い
時
間
の
中
に
大
切

な
こ
と
を
ま
と
め
て
話

し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、

と
て
も
わ
か
り
や
す
か

っ
た
で
す
。
そ
こ
で
話

し
て
く
だ
さ
っ
た
課

題
を
こ
れ
か
ら
の
生

活
に
生
か
し
て
い
き
た

い
で
す
。

活動について発表する菅原遼弥くん

交流集会の運営を行った企画委員の皆さん

紫波二中生による長岡さんさ踊り
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赤石こどもクラブで生け花に挑戦しました

■
廃
品
回
収
、商
店
街
清
掃
、あ
ん
ど
ん
作
り
、祭
り
・
地
区
民
運
動
会

参
加
、環
境
美
化
活
動

「
地
域
と
の
交
流
」

赤
石
地
区
桜
町
実
践
班　

佐
藤
の
ぞ
み　

紫
波
一
中
二
年

■
ク
リ
ー
ン
作
戦
参
加
、
赤
石
神
社
春
祭
り
・
秋
祭
り
参
加
、
子
ど
も

会
資
源
回
収
手
伝
い

「
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
」

古
館
地
区
十
日
市
十
四
区
実
践
班

嶋
田　

遥
香　

紫
波
一
中
三
年

■
救
命
救
急
講
座
、十
日
市
祭
典
・
地
区
民
運
動
会
参
加

「
社
会
参
加
活
動
を
通
し
て
」

水
分
地
区
吉
水
実
践
班　

菅
川　

翔
子　

紫
波
三
中
三
年

■
講
演
会
、地
区
民
運
動
会
参
加
、ア
イ
ー
ナ
見
学

「
地
域
の
方
々
と
の
交
流
」

上
平
沢
地
区
志
和
町
実
践
班小田

島
あ
ゆ
み　

紫
波
三
中
三
年

■
ゴ
ミ
拾
い
清
掃
活
動
、地
区
民
運
動
会
参
加
、秋
祭
り
準
備
へ
の
協
力

「
社
会
参
加
活
動
を
終
え
て
」

片
寄
地
区
岡
田
実
践
班　

畠
山
正
徳　

紫
波
三
中
三
年

■
廃
品
回
収
、地
区
民
運
動
会
・
集
落
の
祭
り
参
加

「
彦
部
地
区
教
振
及
び

中
高
生
社
会
参
加
活
動
実
践
報
告
」

彦
部
地
区
三
・
四
区
実
践
班　

橋
本 

佳
苗 

紫
波
二
中
三
年

■
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
コ
ー
ス
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
野
村
胡
堂
・
あ
ら

え
び
す
記
念
館
環
境
整
備
、
地
区
民
運
動
会
参
加
、
不
来
方
高
校
音

楽
部
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

「
地
域
行
事
を
通
し
て
の
人
と
心
の
ふ
れ
あ
い
」

星
山
地
区
九
区
実
践
班　

菅
原
遼
弥　

紫
波
二
中
三
年

■
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
、
老
人
大
学
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
手
伝

い
と
参
加
、
盆
踊
り
準
備
と
参
加
、
地
区
民
運
動
会
参
加
、
舘
森
神

社
祭
典
へ
の
参
加
と
協
力

地
域
子
ど
も
教
室

趣
味
な
ど
文
化
活
動
を
実
施

町
で
は
国
の
委
託
事
業
と
し
て
、地
域
子
ど
も
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
学
校
や
公
民
館
な

ど
に
小
中
学
生
が
安
全
で
安
心
し
て
活
動
で
き
る
居

場
所
を
設
け
、
地
域
の
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
配
置
し
、

放
課
後
や
週
末
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
の
体

験
や
地
域
住
民
と
の
交
流
を
行
う
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
赤
石
こ
ど
も
ク
ラ
ブ（
赤
石
小
）、
古

館
子
ど
も
教
室（
古
館
小
）、
一
中
子
ど
も
教
室（
紫
波
一

中
）、
さ
ぷ
り
こ
ど
も
ク
ラ
ブ（
日
詰
字
朝
日
田
）で
、
土

曜
日
に
学
校
の
図
書
室
や
居
場
所
を
開
放
し
、
ま
た
、

木
工
や
手
芸
、パ
ソ
コ
ン
、
生
け
花
な
ど
の
趣
味
講
座
、

◎春休みこどもイベント情報

焼かないでテーブルの上で気軽に楽しめま
す。ソフト粘土で「マイ・ドリームケーキ」を作っ
てみませんか。

○日時　３月２６日（月）
午前１０時から正午まで

○会場　中央公民館
○対象　小学３年生以上
○定員　１０人
○費用　５００円程度（材料費）
○申込　日詰公民館　☎６７１−１６４２

「
地
域
の
一
員
と
し
て
」

佐
比
内
地
区
第
四
実
践
班　

藤
原　

彩　

紫
波
二
中
三
年

■
地
区
民
運
動
会
参
加
、資
源
回
収
、あ
ん
ど
ん
修
理
作
業
、太
鼓
練

習
、金
山
祭
・
あ
ん
ど
ん
ま
つ
り
参
加
、交
通
安
全
テ
ン
ト
作
戦
、

フ
ル
ー
ツ
の
里
ま
つ
り
手
伝
い
、
防
犯
講
演
会
、
奉
仕
活
動
、
お
正

月
し
め
飾
り
作
り
、卒
業
を
祝
う
会

「
社
会
参
加
活
動
を
通
し
て
思
っ
た
こ
と
」

赤
沢
地
区
三
区
実
践
班　

 

藤
原 

琴
乃　

紫
波
二
中
三
年

■
地
区
民
運
動
会
参
加
、
合
同
合
宿
、
子
ど
も
会
行
事
の
運
営
へ
の

協
力

「
世
界
に
視
点
を
広
げ
た
活
動
を
！
」

長
岡
地
区
長
岡
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ“
ワ
ン
ズ
”

　

北
田 

貴
大　

紫
波
二
中
三
年

■
ユ
ニ
セ
フ
募
金
活
動
、
地
区
民
運
動
会
参
加
、
キ
ャ
ン
プ
、
盛
岡
さ

ん
さ
参
加
、
登
山
、
敬
老
会
、
交
通
安
全
テ
ン
ト
作
戦
、
読
書
の
集

い
、み
ず
き
だ
ん
ご
作
り
、公
民
館
ま
つ
り
参
加

さぷりこどもクラブでのお正月イベント「餅つき大会」

さ
ら
に
、
バ
イ
オ
リ
ン
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
読
み
き
か

せ
会
、人
形
劇
な
ど
の
文
化
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

日詰公民館ソフト粘土教室
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作　　業　　種　　別 摘　　　　　　要超過額標準額基　準

（単位：円）

900

840

840

840

750

700

1,400

700

700

1,400

1,300

1,400

1時間水田作業一般

1時間

1時間

1時間

畑作業

果　樹
剪　定

その他

1時間

1時間

その他作業

コンバイン

1時間トラクター
臨時オペ
レーター

1時間薬剤散布（果樹）

■人力の部

農　作　業　料　金　表

作　　業　　種　　別 摘　　　　　　要内消費税額標準額基　準

積込散布のみ、1.5ｔを基準

（単位：円）

200

植え付け可能な状態まで

苗販売のみ(稚苗、ハウス渡し) 

結束紐付き

水田畦畔

転作田

1回

1回

結束は紐付きとし、湿田又は倒伏の場合は協
議により最大20パーセントまでの加算が可能

35

50

65

210

300

250

31

32

280

350

375

375

950

800

30

42

100

50

2

125

100

25

30

7

100

75

4,200

735

1,050

1,365

4,410

6,300

5,250

661

672

5,880

7,350

7,875

7,875

19,950

16,800

630

892

2,100

1,050

52

2,625

2,100

525

630

157

2,100

1,575

10a当たりマニュアスプレッター

水　田

田植機

箱　苗

10a当たり
ブロード
キャスター 10a当たり

10a当たり

1回

2回

3回

10a当たり

10a当たり

耕　起

代かき

10a当たり畑

1箱

1箱

うるち

モ　チ

10a当たり

10a当たり

一　般

側条施肥

10a当たり

10a当たり

バインダー

ハーベスター

コンバイン

乾
燥

梱
包

牧
草
作
業

そ
の
他
作
業

収
穫
作
業

田
植
作
業

耕
起
作
業

施
肥
作
業

乾
燥
調

整
作
業

10a当たり

10a当たり

結　束

カッター

30kg当たり

30kg当たり

補助乾燥（18％未満）

生籾（18％以上）

1時間

10a当たり

1m当たり

10a当たり

10a当たり

10a当たり

10a当たり

1個

1個

ミニベーラー

ロールベーラー

1個

機械草刈

防除（背負動力散布）

畦塗り

溝切り

刈　取

反　転

集　草

ラッピング

■機械の部

　平成19年４月1日から平成20年3月31日まで適用する「平成19
年度紫波町農作業標準料金」を次のように定めました。
　「頼む人」も「頼まれる人」もこの標準額を守り、より良い農業経営
を目指しましょう。
　機械の部の標準額は、消費税が含まれた「総額表示」としています。

●水田作業は、整備後の圃場を
基準としているので、未整備な
どの場合は当事者間の話し合
いで決めてください。

農作業料金に関しての問い合せは
農業委員会（1672-6875、有線01-8832）まで

●「持ち弁当」を基準としている
ので、賄いなどがある場合は当
事者間の話し合いで決めてく
ださい。

●超過額は、実働８時間を超えた
場合の金額です。



【材料（4人分）】
◦小松菜…300ｇ◦冷凍えび…5 ～ 6本◦豚バラ

（しゃぶしゃぶ用小パック）…1個◦ミニトマト…適宜
◦塩…少々◦ぶどうのオイル…少々
【作り方】
①小松菜は湯がく（塩とオイルを入れると青みがき

れい）
②えびも湯がく。
③豚バラもさっと湯通しする。
④全部まぜ合わせ、塩少々入れて、また混ぜる。
⑤ぶどうのオイルをさっと振りかけて混ぜる。
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つくってみよう、味わってみよう

我が家の人気メニュー その  1

昨年12月に開催した「食育推進フォー
ラム」に出展された、岩手中央農協紫波
地域女性部による「我が家の人気メニュ
ー」を次号と２回に分けて紹介します。
地元の食材を生かしたお手軽メニュー
は、春のお祝いや行楽にもぴったり。み
なさんの食卓でもお試しください。

掲載したメニューは食ナビのサイトの、
「循環のまちづくり」内「安全の食」コー
ナーでも随時紹介されています。大き
い画面で確かめられます。
HP http://www.made-in-shiwa-agri.jp

【材料（4人分）】
◦ヤーコン…300ｇ◦にんじん…100ｇ◦さきいか…
50ｇ◦きぬさや…25ｇ◦サラダ油…大さじ１◦一味
唐辛子…少々◦塩…少々◦（a）＝減塩しょう油・
料理酒…各大さじ１、酢・ゴマ油…小さじ1
【作り方】
①ヤーコンを細切りにして塩水にさらし、あくぬきを

する。
②にんじんを細切りにしておく。
③きぬさやは細切りにして熱湯をかけて冷ましておく。
④さきいかは2 ～ 3㎝位の長さに切っておく｡
⑤フライパンにサラダ油を熱し、ヤーコンとにんじ

んを炒め、しんなりしてきたら、④を入れる。
⑥（a）の調味料を入れて水気がなくなるまで炒める。
⑦③のきぬさやを散らして彩りをよくする。

ヤーコンの
きんぴら

日詰支部
長谷川　良子

【材料（4人分）】
◦白菜の外葉…6枚◦にんじん…1本◦いんげん
…4本◦干ぴょう…20ｇ◦合びき肉…150ｇ◦お
から…150ｇ ◦（ａ）＝ 卵…1個◦パン粉…1/2
カップ◦片栗粉…少々◦塩…少々◦薄力粉…
少々◦煮だし汁…適量 ◦（ｂ）＝しょう油…大さじ
4、さとう…大さじ1、酒…少々
【作り方】
①白菜はしんなりする程度にゆで、ざるに取って

水気を押し絞る。
②根元の厚い部分3 ～ 4㎝はみじん切りにする。
③にんじんは6 ～ 7mm 角の棒状に切り、いん

げんと一緒にかためにゆでる。
④干ぴょうは塩少々ふってもみ、2 ～ 3分ゆでる。
⑤ボールにひき肉とおからを入れてこね、（ａ）と

②も加えて混ぜる。
⑥白菜の軸と葉先を3枚、交互に並べ、薄力粉を

薄くふる｡ ⑤の半量を平らに広げ、手前に薄
力粉をからめた③の半量を置き、くるりと巻く。

⑦5、6ヵ所に干ぴょうを二重にかけて結び、半分
に切る。これをもう１本作る。

⑧鍋に⑦と（ｂ）を入れ、だし汁をひたひたになる
くらい注いで火にかけ、煮立ったら火を弱めて
アクを取り、落しぶたをして25分ほど煮る。

⑨食べやすく切って器に盛り、煮汁の残りに倍量
の水で溶いた片栗粉で薄くとろみをつけ、かけて
出来上がり。

おから入り
白菜ロール

長岡支部
阿部　明子

小松菜の
サラダ

志和支部
細川　光子

【材料（4人分）】
◦米…5合◦もち米…0.5合◦山ごぼう漬◦桜で
んぶ◦すしのり◦玉子やき◦らっきょう酢…100cc
【作り方】
①米、もち米を少し固め（すしめしなので）に炊

き、らっきょう酢を入れて ごはんに混ぜる。
②山ごぼう、玉子やきをのりで巻く。
③桜でんぶをまぶしたごはんをのりに巻く。とん

ぼの羽の分、４枚作る。
④とんぼの形になるように整えて仕上げる。

華すし

古館支部
小川　恵子

【材料（4人分）】
◦かぼちゃ…中くらい1/4◦豚肉（肩肉スライス）
…250ｇ◦きゅうり…適量◦白ごま…適量◦塩、こし
ょう…少々◦ (a)＝みそ・さとう・酢・練りからし◦揚
げ油◦片栗粉
【作り方】
①かぼちゃはうす切りにして、素揚げする。（こげ

目がつく程度に）
②豚肉は小口切りにして、塩・こしょうで下味を

つけて少しおく。
③②を片栗粉をまぶして湯通しをしておく。
④ (a)を混ぜ合わせておく。
⑤フライパンに①と③を入れて少し炒めてから④

で味付けをする。
⑥皿に盛って千切りにしたきゅうりを上にのせ、

白ごまを振る。

酢豚風
かぼちゃ

水分支部
生内　安子

【材料（4人分）】
◦合びき肉…200ｇ◦キャベツ…150ｇ◦卵…
１個◦にんじん…1/2本◦じゃがいも…１個 
◦小松菜…４株◦しいたけ…４枚◦油揚げ…
２枚◦片栗粉…適宜◦（a）＝酒…大さじ１、
しょう油…小さじ１、塩…小さじ1/2◦（b）＝だ
し…1.5カップ、しょう油…大さじ４、さとう・酒
…各大さじ３
【作り方】
①にんじん、じゃがいもを１ｃｍ角の棒状に切りゆ

でる。小松菜もゆでる。
②キャベツ、しいたけをみじん切りにする。
③ボウルにひき肉、②、（a）を入れ混ぜる。
④油揚げは長い一辺を残し、三辺を少し切って

開く。
⑤④の内側を上にし、向こう端を少し残して、

③の半量を敷き、片栗粉をまぶしたにんじん、
じゃがいもと小松菜をしんに巻く。巻き終わり
をようじで止める。これをもう１本作る。

⑥なべで（b）を煮立て⑤を入れ、ふたをして転
がしながら15 ～ 20分煮て、切り分ける。

いなりロール

水分支部
西田真理子

【材料（4人分）】
◦鶏手羽先…12本◦根しょうが…1片◦長ねぎ
…1本◦チンゲン菜又は小松菜…1株 ◦（a）＝
黒酢…大さじ2、しょう油（薄塩）…大さじ4と
1/2、みりん…大さじ2、酒…大さじ2、梅干…中
1個◦サラダ油…大さじ1と1/2
【作り方】
①手羽先は洗って水気をきり、関節で切る。太

い方は裏側の骨に沿って3本の切り目を入
れ、細い方は先端を切り落とす。

②しょうがは皮付きのまま薄切りにする。
③フライパンに油を熱して①と②を入れ、薄く焼

き色をつける。 ざるにとって熱湯をまわしかけ、
余分な油を除く。

④手羽先を鍋に入れ、かぶるくらいの水を注い
で火にかける。 煮立ったらアクを取り、中火
で約20分煮る。

⑤（a）で 調味して水をひたひたにし、煮汁が九
分どおり煮つまるまでゆっくり煮る。ねぎを3 ～
4㎝長さのぶつ切りにして加え、2 ～ 3分煮る。

⑥器に盛り、色よくゆでたチンゲン菜を添える。
※煮汁が煮つまってきたら、煮汁をときどきすくい

かけ、つやよく仕上げる。

鶏手羽先の
黒酢煮

志和支部
澤田　清子

「食育推進フォーラム出展料理レシピ」集
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【材料（4人分）】
◦まぐろのハラス…200g ◦揚げ油…適量◦うず
らの卵（ゆで）…4個◦みかん…1/2個◦パセリ…
少々◦（a）＝しょう油…大さじ2、みりん…大さじ1、
根しょうが・酒・にんにく・味の素…各少々◦（b）＝
片栗粉…50g・小麦粉…50g
【作り方】
①ハラスは一口大に切る。	 	
②にんにく、根しょうがをすりおろして、（a）を混
ぜ合わせ、ハラスをつけ込んでおく。
③（b）をビニール袋に入れ、混ぜる。
④つけ込んでおいたハラスに粉をまぶして、油で
揚げる。（揚げすぎるとかたくなる）
⑤みかんのかざり切りをし、カラ揚げと共に盛り付
けする。	
⑥パセリはみじん切りにし、キッチンペーパーにく
るんで水洗いし、きつく絞る。
⑦うずらの卵を半分に切って並べ、上にパセリを
ちらして出来上がり。

まぐろの
ハラスの
カラ揚げ

彦部支部
佐藤　法子

【材料（4人分）】
◦ごぼう…１本（中）◦にんじん…１本（小）◦ほほ
ざしタラ…３～４尾◦合せ酢（酢・さとう・塩）◦しょ
う油…少々◦粉なんばん又はたかのつめ◦レモンま
たはゆず
【作り方】
①ごぼう、にんじんは長さ5ｃｍほどの短冊切りに
して、たっぷりのお湯に塩を少し入れてかため
にゆがき、合せ酢につけておく。
②タラは5ｃｍぐらいに切り、少しぬるめの油でゆっ
くり揚げる。（タラはよく火が通ると骨からはがし
やすくなる。）
③②をほぐして①に入れて混ぜ合せ、酢、さとう、
塩で味を調える。最後にしょう油と粉なんばん
を振って、1日ぐらい冷蔵庫でねかせて味をなじ
ませる。
※食べる直前にレモンかゆずのスライスを混ぜ合
せる。

干しタラと
ごぼうの
マリネ

赤石支部
佐々木千恵子 【材料（4人分）】

◦白菜（1/2）…600g ◦豚肉バラスライス…100g
◦にんじん…1本（小）◦ぶなしめじ…1パック◦玉ね
ぎ…1個◦バター…40g ◦小 麦 粉 …大さじ2 
◦スープ（固形スープの素1を1/2湯でとく）…
400cc ◦牛乳…400cc ◦塩、こしょう、サラダ油
【作り方】
①白菜はたて3つに切り、2㎝くらいの大きさに。
軸はそぎ切りにする。 にんじんは薄い輪切りに
する。玉ねぎはくし切り、豚肉は3～4㎝に切る。
②鍋に大さじ1強のサラダ油で豚肉を塩、こしょう
で軽く炒め、白菜、にんじんを加え、さらに炒め
る。しんなりしてきたら、しめじを小房に分けて
入れ、スープを入れて10分ほど煮る。
③フライパンにバターを溶かし、玉ねぎを弱火で
炒め、しんなりしたところで、小麦粉を入れ、こ
がさないように2～3分炒める（木ベラか竹ベ
ラが便利）。
④③に牛乳を少しずつ入れながら溶かしていく。
だまにならないよう、4～5回に分けて入れる。
⑤②に④を入れて10分煮こむ。この時チーズを
少し入れるとさらにおいしくなる。最後に塩小さ
じ1/2弱（好みで）、こしょうで味を調える。

白菜
クリーム煮

東部支部
作山　静子

【材料（4人分）】
◦鶏肉◦里芋◦にんじん◦ごぼう◦たけのこ◦干
ししいたけ◦こんにゃく◦れんこん◦大根◦長ね
ぎ◦しょう油◦酒◦さとう◦油◦しいたけのもどし
汁◦だしの素
【作り方】
①鶏肉は一口大の大きさに切り、油で炒めておく。
②里芋、にんじん、ごぼう、たけのこ、れんこん、
大根、こんにゃくは一口大の大きさに切る。
③干ししいたけは水でもどして切る。
④鍋に鶏肉、野菜を入れ、しいたけのもどし汁と
水をひたひたに入れ、だしの素を入れて煮る。
⑤しょう油、酒、さとうで味をつけ、ねぎを最後に
入れ、ひと煮する。

煮物

赤沢支部
田村真由美

【材料（4人分）】
◦ストリングチーズ…８０ｇ◦油揚げ…１枚◦貝割
菜…１パック◦一味唐辛子…少々◦白ごま…
少々◦（a）＝だし…100cc、しょう油・みりん…
各大さじ１、さとう…大さじ１/2
【作り方】
①油揚げは熱湯をかけて油抜きをして、(a)と一
緒に鍋に入れて火にかけ、煮汁がなくなるまで
約15分ゆっくり煮含める。さらにゆっくり冷まし
てから、細切りにして煮汁を軽く絞る。
②ストリングチーズはさいておく。
③貝割菜は根元を切り水に放し、水をきる。
④①②③を混ぜ、器に盛る｡
⑤白ごまと一味唐辛子を少々振りかける。

ストリング
チーズの
あえもの

赤石支部
鎌田都美子

【材料（4人分）】
◦大根…300g ◦油揚げ…小4枚◦つまようじ…8
本◦ (a)＝しょう油…大さじ4・さとう…大さじ4・酒…
大さじ4（好みで加減する）
【作り方】
①大根はかつらむきにする。
②油揚げは湯通しして開いておく｡
③油揚げの上にかつらむきした大根をのせ、くるく
ると巻いて、つまようじで 2ヵ所とめる。
④巻きあげた大根を(a)を入れて煮こむ。
※飾りつけに唐辛子の輪切りやゆずの皮などをの
せる。

大根の
くるくる巻き

赤沢支部
澤田千百合

【材料（4人分）】
◦里芋…400g ◦おから…100g ◦にんじん…30g
◦生しいたけ…中3個◦ねぎ…1/2本◦ひじき…
20g ◦パン粉◦小麦粉◦卵◦揚油◦さとう◦しょ
う油◦出し汁…適宜
【作り方】
①里芋をゆでてつぶす。
②にんじん、しいたけ、ねぎ、ひじきをみじん切り
にし、炒める。
③おからとだし汁を入れてさらに炒め、しょう油、さ
とうで味付けする。
④つぶした里芋におからの炒めたものと、しょう油
を入れて混ぜて、 一口大のボールを作る。
⑤小麦粉、卵、パン粉をつけて油で揚げる。

里芋
ころちゃん

佐比内支部
松坂　育子

【材料（4人分）】
◦里いも…250g ◦にんじん…50g ◦ごぼう…30g
◦舞茸…50g ◦つきこん…180g ◦芋の子汁用豚
肉…150g ◦豆腐…1丁◦にんにく…1片◦ねぎ…
1本◦しょう油…適量◦水…600cc
【作り方】
①里いもは乱切りにし、にんじん、ごぼうは大きめ
のささがきにし、ごぼうは水にさらす。
②鍋に水600ccと①を入れ、火にかける。
③煮こぼれを防ぐため、しょう油30ccほど加える。
④一煮立ちさせたら、豚肉、ほぐした舞茸、つき
こんを加え、アクを取る。
⑤具が煮えたところで豆腐を加え、しょう油で味を
調える。
⑥ねぎとすりおろしたにんにくを入れ、一煮立ちさ
せて出来上がり。

ばあやの
愛情
あったか鍋

長岡支部
幕田　時江

【材料（4人分）】
◦長いも…400ｇ◦唐辛子…少々◦（a）＝そばつ
ゆ…60cc・みりん…20cc・さとう…大さじ1/2
※（a）はさとうが溶ける程度に熱を加えさましておく
【作り方】
①長いもは皮をとり、容器にそって切りそろえ、約
1.5cmの拍子木切り（棒状）にして並べる。
②①に（a）の調味液を上から順にまわしかけを
する。時間をおき、長いものぬめりがでない程
度に容器をゆりうごかし、調味液を全体に染み
込ませる。
※好みで唐辛子を少々振りかけてもおいしい。

長いもの
浅漬け

日詰支部
西裏ヒサヲ
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まちのわだい

20072/7百
寿
の
郷
に
入
所
し
て
い
る
藤
村
仁
八
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
、
同
施
設
で
お
祝
い
の
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。施
設
長

の
城
戸
道
男
さ
ん
は
、「
職
員
と
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
藤
原
町

長
は
、「
百
十
歳
、
百
二
十
歳
と
ま
す
ま
す
お
元
気
で
お
過
ご
し

い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
、お
祝
い
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

藤
村
さ
ん
は
、
十
三
歳
の
時
か
ら
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
住
み
込

み
で
働
き
、
九
十
歳
ま
で
の

七
十
六
年
間
、現
役
で
活
躍

し
ま
し
た
。
長
寿
の
秘
け
つ

は
「
何
で
も
好
き
嫌
い
が
な

い
こ
と
」。
普
段
身
の
回
り

の
お
世
話
を
す
る
親
族
の

野
村
さ
ん
は
、「
と
て
も
喜
ん

で
い
る
様
子
で
す
。い
つ
ま

で
も
長
生
き
し
て
ほ
し
い
で

す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

あ
ら
え
び
す
文
章
講
座

受
講
者
49
人
に
修
了
証

野
村
胡
堂
あ
ら
え
び
す
記
念
館
で
初
め
て
行
わ
れ
た
文
章
講

座
の
修
了
式
が
行
わ
れ
、
三
回
以
上
出
席
し
た
四
十
九
人
の
受

講
者
に
修
了
証
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、高
橋
克
彦
名
誉
館
長
や
斎
藤
純
氏
、澤
口
た
ま

み
氏
ら
が
講
師
を
務
め
、文
章
を
書
く
基
本
か
ら
新
聞
投
稿
欄
へ

の
採
用
を
目
標
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。高
橋
名
誉
館
長
は
、
新

聞
投
稿
欄
に
採
用
さ
れ
る
秘
け
つ
に
つ
い
て
、「
読
ん
で
も
ら
う

こ
と
が
大
事
、
い
か
に
第
三
者
の
視
点
で
書
け
る
か
で
す
」と
説

明
し
、次
期
講
座
に
つ
い
て
、「
形
式
を
変
え
て
二
期
目
を
行
い
ま

す
」と
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
澤
口
た
ま
み
講
師
は
、「
相
手
の
心
に
気
持
ち
よ
い
波

を
お
こ
せ
る
よ
う
な
文
章
を
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

受
講
者
の
一
人
、
盛
岡
市
在
住
の
佐
藤
佳
子
さ
ん
は
、「
自
分
の

2/4

お
め
で
と
う
１
０
０
歳

2/13
「
小
昼
ハ
ウ
ス
」に
県
知
事
表
彰

地
域
に
根
ざ
し
た
起
業
評
価
さ
れ
る

古
館
農
産
加
工
組
合（
小
川
美
代
代
表
）は
、
県
が
行
う
「
む

ら
・
も
り
・
う
み
女
性
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
表
彰
」
で
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。こ
の
表
彰
は
、農
林
水
産
物
を
有
効
活
用
し
、

創
意
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
起
業
活
動
を
行
う
女
性
グ
ル
ー
プ
に
対

し
て
県
知
事
か
ら
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
町
内
で
は
水
分
地
区
の

「
め
ん
こ
い
」、
志
和
地
区
の
「
稲
一
そ
ば
」
に
次
ぐ
三
番
目
の
受

賞
で
す
。

同
組
合
は
、平
成
十
二
年
に
現
在
の
Ｊ
Ａ
い
わ
て
中
央
古
館
出

張
所
の
施
設
を一
部
借
用
し
、
も
ち
加
工
品
直
売
店
「
小
昼
ハ
ウ

ス
」
を
開
店
。町
内
産
の
一
等
米
だ
け
を
材
料
と
し
た
「
の
し
も

ち
」や「
く
し
団
子
」、「
赤
飯
」な
ど
の
店
舗
販
売
の
ほ
か
、仕
出

し
セ
ン
タ
ー
へ
の

供
給
や
盛
岡
市

内
の
デ
パ
ー
ト
、

銀
河
プ
ラ
ザ（
東

京
）に
も
出
荷
し

て
い
ま
す
。代
表

の
小
川
さ
ん
は
、

「
子
ど
も
の
こ
ろ

に
食
べ
て
い
た
も
の
を
今
の
子
ど
も
た
ち
に
も
食
べ
さ
せ
た
か
っ

た
ん
で
す
」
と
、
に
こ
や
か
に
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。定
休
日

は
毎
週
木
曜
日
。

作
品
だ
け
で
な
く
、み
ん
な
が
書
い
た
作
品
の
講
評
を
聞
く
こ
と

で
、
価
値
観
や
ポ
イ
ン
ト
の
絞
り
方
が
分
か
り
ま
し
た
。こ
れ
を

機
に
新
聞
投
稿
に
挑
戦
し
た
い
で
す
」と
、意
欲
的
で
し
た
。

18

賞状を手にする小川代表（中央） 講師の高橋名誉館長と澤口さん

受講者の佐藤さん

野村館長から修了証が手渡されました

大勢の人を前に少し緊張ぎみの
藤村さん（左）と野村さん
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に
ぎ
わ
っ
た「
お
ひ
な
さ

ま
・
な
ん
バ
ザ
祭
り
」

世
界
で
活
躍
す
る
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
穐あ

き

吉よ
し

敏
子
さ
ん
の

新
春
コ
ン
サ
ー
ト
が
、あ
ら
え
び
す
記
念
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
八
月
に
続
く
二
度
目
の
来
町
で
し
た
が
、「
チ
ケ
ッ
ト
は
約

一
週
間
で
完
売
。そ
の
後
二
カ
月
間
、
問
合
せ
の
電
話
を
断
る

日
が
続
き
ま
し
た
」
と
関
係
者
。
会
場
に
は
町
内
外
か
ら

二
百
五
十
人
が
訪
れ
、
米
国
立
芸
術
基
金
Ｎ
Ｅ
Ａ
ジ
ャ
ズ
マ
ス

タ
ー
ズ
賞
、
米
国
立
ケ
ネ
デ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
生
き
た
ジ
ャ
ズ
の

伝
説
賞
の
栄
冠
を
新
た
に
加
え
た
貫
禄
の
生
演
奏
を
堪
能
し

ま
し
た
。盛
岡
か
ら
訪
れ
た
山
内
路
子
さ
ん
は
、「
ニ
コ
ッ
と
笑

っ
た
り
、
足
で
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り
、
ノ
っ
て
演
奏
し
て
い
て
す

ご
い
迫
力
で
し
た
」と
感
激
し
た
様
子
。

翌
日
、穐
吉
さ
ん
は
、「
会
場
を
う
め
つ
く
す
よ
う
に
た
く
さ

ん
の
人
が
い
て
、
し
か
も
半
分
以
上
が
年
配
の
人
た
ち
だ
っ
た

の
で
大
変
う
れ
し
か
っ
た
。Ｃ
Ｄ
や
大
き
い
ホ
ー
ル
で
は
即
興

や
冒
険
は
で
き
な
い
が
、
小
さ
い
ホ
ー
ル
や
ク
ラ
ブ
な
ど
で
は

そ
の
時
の
気
分

で
い
ろ
い
ろ
弾
い

て
み
る
。う
ま
く

い
っ
た
と
か
、
失

敗
し
た
と
い
う

面
白
さ
が
あ
り
、

つ
い
興
奮
し
て
し

ま
う
」
と
、
小
さ

い
ホ
ー
ル
な
ら

で
は
の
演
奏
の

楽
し
み
方
を
語

り
ま
し
た
。

古
館
小
学
校
（
全
校
児
童
六
百
八
人　

菊

池
真
校
長
）は
、
岩
手
食
育
推
進
協
議
会（
菅

原
悦
子
会
長
）
が
行
う
食
育
活
動
表
彰
に
お

い
て
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。こ
の
表
彰

は
、県
内
の
個
人
、団
体
、学
校
な
ど
が
、食
生

活
改
善
や
食
品
産
業
、
教
育
、
農
林
漁
業
の

分
野
で
の
活
動
に
対
し
て
贈
ら
れ
ま
す
。　

日
詰
商
店
街
の
十
九
店
が
愛
蔵
の
ひ
な
人
形
を
一
般
公
開

す
る「
お
ひ
な
さ
ま
・
な
ん
バ
ザ
祭
り
」が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
催
し
は
平
成
十
七
年
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ム
ラ
タ
ニ
で
江
戸

期
の
享
保
雛
を
飾
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、㈱
よ
ん
り
ん
舎
が

各
店
に
呼
び
か
け
て
実
現
。同
商
店
会
会
長
の
野
村
晋
さ
ん
は
、

「
せ
っ
か
く
古
い
人
形
を
飾
る
お
店
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
お
互
い

協
力
し
合
っ
て
商
店
街
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
で
企
画

し
ま
し
た
。村
谷
さ
ん
の
ほ
か
に
も
古
い
人
形
や
珍
し
い
人
形

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た

し
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え

れ
ば
何
よ
り
で
す
」
と
、
協
力

店
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。
親

子
で
見
学
し
て
い
た
日
詰
在
住

の
高
橋
さ
ん
は
、「
一
度
に
い
ろ

い
ろ
な
人
形
が
見
ら
れ
て
楽
し

い
。
毎
年
開
催
し
て
も
ら
え
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
満
足

し
た
様
子
で
し
た
。
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迫
力
の
ジ
ャ
ズ
演
奏

目
の
前
で
堪
能
、興
奮

星
山
青
年
会
の
雪
合
戦
チ
ー
ム

「
銭
形
平
次
」
が
「
ほ
っ
と
ゆ
だ

二
〇
〇
七
北
日
本
雪
合
戦
大
会
」で

二
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。星
山
青

年
会
で
は一
九
九
二
年
か
ら
同
大
会

に
参
戦
し
、
実
に
十
回
目
の
優
勝
と

な
り
ま
す
。
同
大
会
は
二
月
三
、四

日
の
二
日
間
、西
和
賀
町
の
湯
本
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
一
般

四
十
九
チ
ー
ム
、
ミ
ッ
ク
ス
二
十
八
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。　

こ
の
競
技
は
、
選
手
七
人
が
シ
ェ
ル
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
隠
れ
場
所

を
使
い
な
が
ら
相
手
コ
ー
ト
に
攻
め
込
み
、
相
手
の
旗
を
取
れ
ば

勝
利
で
す
。
相
手
が
投
げ
た
雪
玉
に
触
れ
た
選
手
は
ア
ウ
ト
と
な

り
、
コ
ー
ト
の
外
に
出
ま
す
。「
試
合
前
の
雪
玉
作
り
か
ら
勝
負
は

始
ま
っ
て
い
る
。強
い
チ
ー
ム
は
雪
玉
の
完
成
度
も
高
い
」と
、監
督

の
上
野
克
浩
さ
ん
。代
表
出
場
し
た
北
海
道
大
会
で
は
、健
闘
む
な

し
く
準
決
勝
リ
ー
グ
で
惜
敗
し
ま
し
た
。
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雪
合
戦
北
日
本
大
会
で

星
山
青
年
会
が
二
連
覇

同
校
で
は
、
故
伊
原
敬
三
氏
（
旧
古

館
村
長
）
が
創
立
百
周
年
（
昭
和

四
十
九
年
）
に
自
費
で
植
樹
し
た
梅
の

木
を
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
援
助
で
毎
年
手
入
れ

を
行
っ
て
お
り
、児
童
に
よ
る
収
穫
と
梅

漬
け
づ
く
り
を
体
験
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
梅
漬
け
づ
く
り
体
験
を
通
し
た
長

年
の
食
育
学
習
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の

受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
梅
漬
け
は

毎
日
の
給
食
で
食
べ
る
ほ
か
、
学
習
発

表
会
の
バ
ザ
ー
で
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

古
館
小
は
食
育
推
進
協
議
会
表
彰

長
年
の
梅
漬
け
づ
く
り
に
優
秀
賞
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2月25日に行われた北海道大会の様子

時々、楽しそうに笑みを浮かべながら演奏する穐吉さん

毎年、全校生徒で収穫し、６年生の
梅漬け委員会が漬けています

なんバザホールに訪れた日詰幼稚園の園児
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２月は各地区で公民館まつりが開催され、それぞれ趣向を凝らした内容で来場
者に楽しんでもらいました。その一コマを紹介します。

長岡公民館まつりは2月4日に行われま
した。19回目の今年度は“地域交流～長岡
を知る～”のテーマで、自治公民館ごとに特
色を出した展示部門をはじめ、舞台発表は、
地区教振実践発表会、教育講演会、長岡も
ちつき隊実演、交通安全反射材効果ショー
タイム、踊りと三味線のつどいと続き、最後
は長岡さんさ踊りで賑やかに幕を閉じま
した。迫力あるさんさの演技に「自分も太
鼓をたたいて踊っている気分で楽しかっ
たよ」の声。お菓子＆パン教室による手作
りのパンやケーキ、女性団体によるおでん
が毎年好評を博しています。中学生も花
鉢プレゼントやお楽しみ抽選会を受け持
ちました。家族連れなど推定500人の来
場者でにぎわい、長岡公民館のモットーで
ある「“地域が家族”その拠点である公民
館」を実践できた一日でした。

問合せ 676-3789　有線 07-8226長岡公民館

各地区の公民館指導員がシリ
ーズ
で公民

館情報をお
伝えします。

力作ぞろいの展示コーナー

����サークル紹介����
▶▶▶三味線教室◀◀◀

会員は高校生男子を始め、20代、
30代、40代、50代、70代の7名です。
＊初心者大歓迎です。見学にいらして、
三味の音色を聞いてください。

◦日時　毎月第２、４金曜日
午後７～９時

◦会場　長岡公民館
◦講師　小野寺幸山先生
◦会費　月3,500円（茶菓子代含む）

「大勢の人たちに
長岡を知ってもらおう！」

赤沢公民館まつりは２月18日に開催さ
れ、織物教室や表具教室などの作品のほ
か、児童館、小学校の子どもたちの作品も
展示されました。また、ホールでは「さん
さ踊り発表会」が行われ、児童館の全児
童、小学校高学年、船久保さんさ踊り保存
会のそれぞれが日ごろの練習の成果を披
露し、来場者約150人が郷土の伝承芸能
を楽しみました。

問合せ 676-3036　有線 06-7952赤沢公民館「郷土の芸能や
伝統文化にふれるまつりに」

日ごろの練習の成果を披露しました

親子で参加した土器作り教室での作品も
展示

「一生懸命練習しました」 黒股引をはき、前垂（前掛ともいう）と手甲を身に着け、草鞋ば
きで踊るというスタイルが特徴的

700余年もこの地区に伝承されてきたといわれる
船久保さんさ踊りが披露されました
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肝炎ウィルス検査を受けましょう！
４０歳以上の人は要注意！

Ｑ

Ｑ

Ｑ
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〔作り方〕
❶干ししいたけは戻して軸をとり、5㎜角に切る。切干大根、昆布も戻し

て5㎜長さに切る。にんじん・ごぼうは5㎜角に切る。
❷鍋に油大さじ1/2杯を熱して、①を炒め、全体に油がなじんだら、aを

加えて、柔らかくなるまで煮る。
❸別の鍋に油大さじ1杯を熱してみそを炒め、bを加えて、焦がさないよ

うに弱火で練るように炒める。
❹②の汁気を切って、③のみそに加えて、良く混ぜ合わせる。最後に刻ん

だくるみとしょうが汁を加えて出来上がり！

レシピを紹介してくださった食生活改善推進員の高
橋さんは、祖母が作る味（油みそ）をまねて、「野菜みそ」
を作っているそうです。
乾物類や根菜がたっぷり入って食物繊維が豊富で

〔材料〕　（作りやすい分量）
干ししいたけ 3枚、 切り干し大根 10ｇ、 細切り昆布 5ｇ、 にんじん
70ｇ、 ごぼう 10cm、 くるみ 50ｇ、　
a（だし汁1カップ、砂糖小さじ1杯、みりん小さじ1杯、しょうゆ小さじ2杯）
b（砂糖大さじ4杯、みりん大さじ2杯）
赤みそ　1/2カップ、　しょうが汁　小さじ1杯

「食は、元気はつらつの源～毎日のちょっとした心がけで健康に！～」町の栄養士がお伝えします

【レシピ提供･･･紫波町食生活改善推進員協議会　佐比内地区会員　高橋ユリ子】

健康レシピ

肝炎ウィルス検査を受けましょう！
４０歳以上の人は要注意！

す。おにぎりの具や田楽、食欲のないときにもオススメ
の一品です。
保存食として常備しておくと便利ですよ。
（栄養士：森川）

ワンポイント
アドバイス

みその種類によって塩分
濃度が違うので、砂糖の
量を調節してください。

暮
ら
し
の
健
康
メ
モ 

なぜ、40歳以上の人に
肝炎ウィルス検査を受けて欲しいの？

最近肝臓ガンによる死亡が増えています。その主な原因となっているのが「C型肝炎」と「B
型肝炎」。どちらも肝炎ウイルスの感染が原因です。肝臓の病気というとお酒の飲み過ぎを
イメージしやすいのですが、肝臓ガンの原因の８割はウイルスということが分かっています。

もし肝炎に感染していたとしても、早期発見、
早期治療で対処が可能です。40歳以上でまだ
１回も肝炎検査を受けていない人はぜひ検査
を受けましょう。

問合せ先　健康推進室
肝炎相談専用電話　☎671－1754

「おばあちゃんの味、栄養満点野菜みそ」

写真は、フライパンで焼いた豆腐に野菜みそを

のせて、ねぎを散らしました。

以前は肝炎ウイルスの存在が分からなかっ
たため、1960年代までは注射器を連続使用し、また、
輸血や血液製剤のチェック体制もない状況でした。
そのため40歳上の人は、過去に、気づかぬうちに感
染している可能性があるからです。
最近は医療技術や知識の進歩によって、肝炎ウイ
ルスに新たに感染する人はほとんどありません。

A

自覚症状がなくても
感染している可能性があるの？

肝炎ウイルスに感染しても、自覚症状はない
ことが多いので、感染の有無を確認するためには、検
査を受ける必要があります。

A

肝炎ウイルス検査は
どこで受けることが出来るの？

40歳以上の人は、町の基本健康診査にあわ
せ無料で検査を受けることができます。（希望者の
み）
保健所では曜日を指定し、年齢を問わず無料で検
査を実施しています。

A



　4月から紫波町ポイントカード会が発行する「平太く
んカード」の満点券や商品券などを使って、税金を納付
することができるようになります。
　「平太くんカード」は、町内加盟店で買い物をするとポ
イントがたまり、満点のカードでお買い物ができるポイ
ントカードです。商品購入105円ごとに1ポイントが加
わり、満点の500ポイント（満点券）で500円分の買い
物ができます。
■支払いができる券などの種類
　・平太くんカード満点券（500円）
　・平太くんカード満点お買い物券　
　・紫波町ポイントカード会商品券
　・満点となったスタンプ帳（5冊単位）

・ ㈿盛岡南ショッピングセンターナックス商品券（裏
に○専 表示のあるナックス商品券を除く）

■支払いができる税金と公共料金の種類
・町県民税　　　　　・固定資産税
・軽自動車税　　　　・国民健康保険税
・介護保険料　　　　・上下水道料金
・学校給食費　　　　・保育所運営費負担金
・子どもの家使用料
・山王海地区土地改良事業（国営土地改良事業負担金）

※これらの支払いは、税務課窓口で、平日
のみの取り扱いとなります。

■問合せ　税務課　納税室　1672−2111
㈿紫波町ポイントカード会事務局（㈱よんり
ん舎内）1671−1755
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「平太くんカード」満点券で納税

初心者から経験者まで、道具の使い方、安全な作業
のやり方など、森づくりの基本を学べます。講座は間
伐などの実践作業を通して行いますのでしっかりと身
につきます。
■期　間　4月から１年間（月1回）
■会　場　盛岡近郊の森林現場　
■参加費　年間6,000円
■定　員　40人（先着順）　森林所有者も歓迎
■申込・問合せ　ＮＰＯいわて森林再生研究会

盛岡市上田堤１−13−7
1663−0547

森林ボランティア講座

心に残る詩歌を声に出してみませんか。
腹式発声により元気になります。

●期　日　第1回　4月7日㈯
　　　　　第2回　4月21日㈯
●時　間　午後1時30分〜3時
●会　場　中央公民館
●締　切　3月31日㈯
●費　用　2回まで無料
●申込・問合せ　紫波詩吟会　旗福サキ子
　　　　　　　　1676−3077

「品目横断的経営安定対策」
４月から加入手続き開始

◆対象農業者　認定農業者（4ha以上の経営面積）
   　　　　　　特定農業団体等（20ha以上の経営面積）
※経営規模要件には、物理的制約や所得などに応じた特

例があります。
◆対象農産物　生産条件不利補正対策（麦・大豆）
　　    　  　　収入減少影響緩和対策（米・麦・大豆）
◆加入手続き　米・大豆作付者（4月1日〜6月30日）
◆申込・問合せ　岩手農政事務所　1624−1125

「詩吟」初心者教室

おわびと訂正

　しわネット2月号6頁に掲載した星山小学校の年

表中、「昭和40年11月27日、旧校舎は日詰で白梅

館(映画館)として再利用」は、「大正14年4月1日　

旧校舎は日詰で白梅館（芝居小屋）として再利用」

の誤りでした。おわびして訂正します。

紫波町ポータルサイトhttp://www.town.shiwa.iwate.jp/

お問い合わせ先／紫波町（代表）672-2111

話し上手、聞き上手になりませんか。
県交通の観光指導ガイドと「しゃ・べーる」による

お話と実演です。
「楽しいお話を聞きにおでってくなんせ！」
●日時　3月28日㈬　午後１時30分〜3時
●会場　中央公民館　二階研修室
●定員　30人　入場無料
●講師　沼下文子（岩手県交通株式会社観光指導ガイド）
●後援　紫波町商工会
　　　　紫波町観光ガイドボランティア「しゃ・べーる」
●申込・問合せ　カーネーションの会（内村）
　　　　　　　　1663−1605

話し方聞き方講座
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19年に執行が予定されている選挙と投票日は次のと

おりです。

なお、投票日に仕事や行事、旅行などで都合の悪い人

は、あらかじめ投票できる「期日前投票」を行うことが

できます。

■岩手県知事選挙　　　4月8日

■岩手県議会議員選挙　4月8日

■町議会議員選挙　　　6月24日

■参議院議員選挙　　　7月22日(見込み)

○問合せ

　紫波町選挙管理委員会事務局

　1672−6870　有線　01−8932

選挙情報

車椅子利用者に対する
投票所への無料送迎

社会福祉協議会では、町内にお住まいで各投票日に

車椅子を利用しなければ移動できない方々を対象に、

自宅から投票所までの間を無料で送迎します。（期日前

投票も可能です）

●申込・問合せ

　紫波町社会福祉協議会

　1672−3258　有線　01−2105

※車椅子専用車両は、台数に限りがありますので、希望

日時に応じられない場合があります。あらかじめ御了

承願います。

住宅リフォームをお考えのあなたに！
—高齢者向け住宅リフォーム相談員—

高齢者が安心して住宅リフォームや建て替えの相談

を行えるよう、県では「岩手県高齢者向け住宅リフォー

ム相談員」を登録しています。登録した相談員の名簿は、

下記の閲覧場所でいつでも閲覧できますので、お気軽

にご利用ください。

◆相談員名簿の閲覧場所

市町村・県庁・振興局の福祉・建築担当窓口、在宅

介護支援センター、市町村社会福祉協議会、けんみん

住宅プラザ（盛岡・みずさわ）

◆問合せ　堅調建築住宅課　1629−5932

ホームページ　http://www.pref.iwate.jp/~hp0608/

新

環のくに紫波
Vol.8

みんなで一緒にごみ減量を考えよう！
〜ごみ減量対話集会開催〜

　紫波町ごみ減量女性会議が主催する「ごみ減量
対話集会」は、2月24日㈯、総合福祉センターを
会場に、同会議から38人、町内のエコ・ショップ
7事業所、町関係者4人の参加で行われました。
　初めに、ＮＰＯ法人紫波みらい研究所の佐藤由
美子さんから「環境を考える第一歩は石けんか
ら」と題して講話をいただき、続いて、マイバッグ
を使用したごみ減量対策についての事例発表や
活発な意見交換が行われました。
　この集会は、紫波町ごみ減量女性会議が、町民、
事業者、町に呼びかけ、協働の意識でごみの減量
対策を進めようと15年度から開催しているもの
で、ごみ減量を進めるためには、自らが当事者意
識をもって取り組む必要があることを改めて確
認し合いました。
　同会議の瀬川智子会長は、「事業者の皆さんも、
これまでの対話集会での提案を取り入れるなど、
ごみの減量に相当の努力をしている。私たちも、
ごみを減らすために自分にできることを考えな
がら、事業者、町と一緒にごみ減量に取り組んで
いきたい」と話していました。

「森に親しみたい」「森のために何かしたい」と
いう思いのある個人、団体の森林ボランティアを
募集します。
○内　容　森に親しみ、森を豊かにする活動、森林

体験活動（間伐、下草刈り）、自然観察会、
森林レクリエーション（茸取り、山菜取
り）など。

○問合せ　
　（仮称）森林ボランティア連絡会準備会
　呼びかけ人　長谷川正男、菅原和博、菅沼裕悦、
　　　　　　　半田孝寿
　事務局　循環政策課循環政策室　1672−2111
　　　　　内線3512、3513　6672−2311
　　　　π junkan@town.shiwa.iwate.jp

森林ボランティアの募集



行ってみよう
里
山
と
田
園
の
中
の
、小
さ
な
別
天
地
。

見
て
、聴
い
て
楽
し
む
、

野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館

【シリーズ】
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よ
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さ
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れ
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胡堂が実際に使用した蓄音機。電源を必要としな
い自然な音が魅力

胡堂の生涯を伝える「あらえびすブース」。銭形平
次以外の胡堂に感動する人は多い

開館時間／午前９時から午後４時３０分
（入館は午後４時まで）

休館日／毎週月曜日（祝日の場合はその翌
日）１２月２８日から１月４日 

入場料／
個人　一般：３００円、小・中・高校生：１５０円
団体　一般：２５０円、小・中・高校生：１００円
※団体入館料は２０名以上

町を一望できるラウンジ。音楽が流れ、コーヒーを飲
みながら、ゆったりとくつろげるぜいたくな空間

「南部曲がり屋」をモチーフに総工費約８億円で平成7年に建築
同年、東北建築学会賞を受賞
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紫波IC

ひづめ
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ちゅうおう

野村胡堂
あらえびす記念館

城
山
公
園

運
動
公
園

道の駅紫波

紫波SA

ヨーロッパ風のチャーチ型天井は音の響きが良い

あらえびすホールを気軽にご利用ください。
ホールは一般の利用も可能です。利用料金や詳
しい内容については同館までお問合わせください。
収容／最大120席（イスは可動式）
設備／ピアノ1台、可動式ステージ、スポットライト、

大型スクリーン、プロジェクター使用可能
利用／利用時間／午前9時～午後5時

※時間は要相談（午後9時まで）
休館日／月曜日

※ピアノの調律は、利用者側で対応。
※コーヒー・ジュースなどのサービスもあり。（有料）

問合せ　野村胡堂・あらえびす記念館
☎676-6896　6676-6897　ホームページ http://kodo.or.tv/
π kodo-araebisu@town.shiwa.iwate.jp


